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小
学
校
統
合
前
に
、 

ま
ず
は
大
型
の
経
済
対
策
と 

人
口
増
加
策
を 

小
学
校
統
合
前
に
、 

ま
ず
は
大
型
の
経
済
対
策
と 

人
口
増
加
策
を 

H20.9. 教育委員会が町長に答申 
　　　 「湯沢中学校建設基本計画書」 
H21.9. 行政内部組織の文教施設整備検討委員会が 
　　　 「湯沢町文教施設整備計画」を町長に報告 
　　　　 ※教育委員会の答申とは内容が異なる。 
H23.2. これに沿った内容で、教育委員会部局で 
　　　 文教施設整備委員会が 
　　　 「湯沢町統合文教施設検討結果報告書」 

　これを具体的な取組みを進めるにあたっての指針とし
て、現在説明会が行われている。 

湯
沢
町
統
合
文
教
施
設
検

討
結
果
報
告
書
に
つ
い
て
 

 　
質
問
 

①
教
育
委
員
会
が
、
行
政
側
か

ら
見
た
「
望
ま
し
い
教
育
」

を
押
し
付
け
ら
れ
た
よ
う
に

見
え
る
。
こ
れ
ら
の
経
緯
は
、

本
来
あ
る
べ
き
正
し
い
姿
か
。 

                 

 　
教
育
長
答
弁
 

　
平
成
22
年
5
月
か
ら
多
く
の

方
々
が
た
ず
さ
わ
り
、
公
開
で

建
設
的
な
議
論
を
頂
い
た
。 

 　
質
問
 

②
小
中
一
貫
校
は
、
一
学
年
何

人
を
対
象
と
し
た
施
設
で
、

運
営
費
用
は
い
か
ほ
ど
か
。 

 　
教
育
長
答
弁
 

　
現
在
（
6
校
）
一
学
年
0
〜

86
人
、
約
1
億
4
千
7
8
9
万

円
（
H
22
）。
一
貫
教
育
校
（
H

26
推
計
値
）
一
学
年
53
〜
68
人
、

約
1
億
3
0
0
万
円
。 

 　
質
問
 

③
保
育
は
、「
自
宅
に
近
い
か
、

職
場
に
近
い
か
」
が
原
則
。

教
育
な
ら
「
望
む
か
望
ま
ぬ

か
」
が
判
断
基
準
と
な
る
。 

　
大
字
三
国
地
区
へ
の
保
育
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
は
、「
検
討
」

と
あ
る
が
、
説
明
会
を
各
地

区
で
行
っ
た
今
、
浅
貝
保
育

園
の
存
続
を
ど
う
考
え
る
か
。 

 　
町
長
答
弁
 

　
三
国
地
区
の
説
明
会
で
は
統

合
を
望
む
声
が
出
て
い
る
。
建

設
的
な
要
望
を
頂
い
た
。 

 文
教
施
設
整
備
に
み
る
町

長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て
 

 　
質
問
 

①
保
　
育
 

　
町
長
は
、
未
満
児
保
育
の
充

実
と
言
っ
て
い
た
の
に
、
な
ぜ

「
浅
貝
保
育
園
の
検
討
」
と
な
っ

た
の
か
。 

 　
町
長
答
弁
 

　
保
育
分
科
会
が
検
討
し
た
結

果
で
あ
り
、
浅
貝
保
育
園
で
の

通
園
に
対
応
す
る
。 

 　
質
問
 

②
人
　
口
 

　
総
合
計
画
を
見
て
も
、
町
の

人
口
が
減
る
こ
と
を
想
定
し
た

文
教
施
設
整
備
の
よ
う
だ
が
、

こ
れ
ま
で
の
、
定
住
人
口
を
増

や
す
た
め
の
「
計
画
・
取
組
み
・

成
果
」
と
「
展
望
」
は
。 

 　
町
長
答
弁
 

　
文
教
施
設
整
備
と
総
合
計
画

の
人
口
展
望
は
関
係
な
い
。 

　
雇
用
機
会
を
増
や
す
産
業
誘

致
の
た
め
、
平
成
22
年
度
か
ら

「
南
魚
沼
産
業
誘
致
基
本
計
画
」

に
取
組
み
、
今
年
度
は
要
項
を

決
め
、
関
係
大
臣
の
同
意
を
頂

い
た
。 

　
今
後
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で
、

定
住
促
進
の
施
策
を
行
う
。 

 　
質
問
 

③
優
先
順
位
 

　
中
学
校
の
立
替
は
急
務
だ
が
、

小
学
校
と
保
育
園
の
統
合
は
、

大
震
災
の
影
響
や
本
計
画
の
町

民
へ
の
浸
透
度
合
な
ど
、
様
々

な
現
状
認
識
の
上
で
、
指
針
の

見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

 　
町
長
答
弁
 

　
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
内
容
を

尊
重
し
、
具
現
化
に
取
組
む
。 

 　
再
質
問
 

　
大
型
の
経
済
対
策
と
、
定
住

人
口
増
加
策
を
優
先
さ
せ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。 

 　
町
長
答
弁
 

　
観
光
予
算
は
前
倒
し
し
、
よ

り
良
い
企
業
の
誘
致
に
取
組
む
。 

 　
再
々
質
問
 

　「
意
欲
」
と
し
て
、10
年
後
の

目
標
人
口
は
。 

 　
町
長
答
弁
 

　
一
万
人
。 

人口と事業者数の減少 

湯沢町への避難者 就学前児童の「幼・保ニーズ」 

平成23年6月6日現在…732名 
（中学校…9名、小学校…56名） 
町内の保育所… 2名（1歳・2歳） 
　　　　　　　 0名（3歳～5歳） 
南魚沼市の 
一つの幼稚園…27名（3歳～5歳） 

平成8年 
9,327人 

平成16年 
8,823人 

平成22年 
8,348人 

平成32年 
7,300人 

住
民
基
本
台
帳
人
口
 

人
口
推
計
 

総
合
計
画
 

6/8現在 

約500人減少（8年） 

　…946事業者 

約500人減少（6年） 

　…766事業者 

約1,000人減少（10年） 

　…？？？事業者 

180 
事業者 
が減少 

※商工事業者数 
　は商工会総代 
　会資料より 


